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一般社団法人 

日本健康心理学会 第25回大会のご案内 (第1号通信)  

 
 

ご 挨 拶 
 

  
  

 ～これからの健康心理学～ 
 

日本健康心理学会第 25 回大会を東京家政大学十条キャンパスでお引き受けすることになりまし

た。1995 年に日本健康心理学会第 8 回大会を、大会長橋口英俊先生が東京家政大学狭山キャンパス

で開催させていただいてから、すでに 17 年の月日が経過しております。東京家政大学は今年で創立

130 周年という家政系では最も古い歴史と伝統をもった大学ですが、1986 年に開設されたのが東京

家政大学文学部で、前回大会は東京家政大学心理教育学科で開催されておりました。その東京家政

大学心理教育学科も、2009 年に狭山キャンパスから十条キャンパスに移転し、人文学部心理カウン

セリング学科と教育福祉学科に改組されました。池袋から 2 駅で、池袋から埼京線で進行方向左手

を見ていると東京家政大学の校舎が見えます。駅からも、徒歩 5 分ととても交通の便のよいところ

にありますので、ぜひとも多くの方々にご参加いただければと存じます。 

 今回の大会テーマは、健康心理学会も創立から四半世紀を経ましたので、「これからの健康心理学」

というテーマにさせていただきました。健康心理学会のこれまでの絶え間ない発展の上に立ち、今

後の健康心理学の将来を見据えるものにしたいと思います。 

 今回はとくに、2011 年 7 月末まで富士ゼロックス（株）の統括産業医であり、現在は河野慶三産

業医事務所で活動されている河野慶三先生に特別講演をお願いしました。先生は、もともと心療内

科医ですが、1986～1989 年には旧労働省の医系技官として、「労働者の心身両面にわたる健康づく

り（トータル・ヘルスプロモーション・プラン：THP）」を労働安全衛生法にもとづく措置として法

定化するための実務を担当されました。その後、産業医科大学、自治医科大学の助教授を経て富士

ゼロックス（株）に移り、そこをフィールドとして THP を実践された方でもあります。そういった

ことから、今回河野慶三先生には、「トータルヘルスプロモーションの観点からの健康心理学への期

待」と題してご講演をしていただきます。 

 

2012 年 2 月 

東京家政大学／東京家政大学大学院 

第 25 回大会準備委員長  福井至 
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一般社団法人日本健康心理学会第 25 回大会について、下記の通りご案内いたします。 
 
Ｉ 会期・会場 
１．会期 2012 年（平成 24 年）9 月 1 日（土）、2 日（日）の 2 日間 
２．会場 東京家政大学 〒173-8602 東京都板橋区加賀 1-18-1 

●JR 埼京線十条駅下車徒歩 5 分 
●JR 埼京線板橋駅下車徒歩 17 分 
●都営三田線新板橋駅下車徒歩 12 分 
●JR 王子駅より国際興業バス「板橋駅」行きにて 8 分、バス停「区境」下車徒歩 1 分 

 
Ⅱ 内容 
１．一般研究発表 

一般研究発表は「ポスター発表」形式のみで行います。「大会発表論文集への論文掲載」と「当日のポスタ

ー発表」の 2 条件を満たすことが公式発表の要件となります。 
 
２．シンポジウム 
(1) 準備委員会企画シンポジウム 
 シンポジウムⅠ 

演題「精神的健康を保つための栄養」（仮題） 
企画者 福井至（東京家政大学／東京家政大学大学院） 

 シンポジウムⅡ 
演題「笑いと健康(2)‐笑いの社会的実践と日常的健康維持への応用」（仮題） 
企画者 野澤孝司（目白大学講師） 

(2) 学会本部企画シンポジウム 
 シンポジウムⅠ 

演題「近隣国と日本における健康の連続性－Cross-cultural health psychology の 示唆－」（仮題） 
企画者 日本健康心理学会 国際委員会 

 (3) 会員企画シンポジウム 
 会員の自主運営によるシンポジウムです。会員企画シンポジウムの申し込み期限は、準備の都合上、5月

11日（金）とさせていただきます。申し込み方法については、「Ⅲ 大会参加・発表申し込み」をご参照

ください。 
 なお、会員企画シンポジウムは、会場の都合や他のシンポジウムとの関係で調整を行い、お断りをさせて

いただく場合もありますので、予めご了承ください。採否および調整の結果は、5 月下旬頃までに企画者

にご連絡いたします。 
 
３．大会長講演 
   演者：福井至（東京家政大学／東京家政大学大学院） 
   演題「メンタルヘルス研修やセルフケアにおける認知行動療法の応用‐本に書いていない実施のコツ－」 
 
４．特別講演 

(1) 特別講演Ⅰ  
     演者：河野慶三先生（河野慶三産業医事務所） 
     演題「トータルヘルスプロモーションの観点からの健康心理学への期待」 

(2) 特別講演Ⅱ 
     演者：織田正美先生（東京福祉大学特任教授、早稲田大学名誉教授） 
     演題「心理職の国家資格化の動向と現状」 
 
５．その他 
(1) 会員集会 正会員と準会員のみ参加できます。 
(2) 懇親会 

大会 1 日目（9 月 1 日）の夕刻に予定しております。懇親会費は表 1 の通りです。多数のご参加をお待ちし

ております。 
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Ⅲ 大会参加・発表の申し込みについて 
１．発表者、シンポジウム企画者、シンポジストの資格（以下の点にご注意ください） 
(1) 筆頭発表者は、発表申し込みの時点で正会員であることが必要です。筆頭発表者となるのは 1 人 1 回に限りま

す。ただし、連名発表者についてはこの限りではありません。なお、筆頭発表者が正会員であれば連名発表者

は非会員でも可能です。ただし、非会員連名発表者は、第 25 回大会準備委員会の承認を受ける必要がありま

す。承認の申請方法に関しては、大会ホームページにてご確認下さい。 
(2) 準会員は、筆頭発表者が正会員の発表においてのみ、連名発表者となることができます。ただし、準会員はシ

ンポジストの資格はありません。 
(3) 学生会員（学部生のみ）は発表者、シンポジストの資格はありません。 
(4) シンポジウムの企画者は申し込み時に正会員であることが必要です。シンポジストは原則として大会時に正会

員であることが必要です。 
(5) 発表者と連名発表者（非会員連名発表者を除く）、並びにシンポジウム企画者とシンポジストの方は 2011 年

度の日本健康心理学会年会費を 2012 年 5月11日（金）までに納入してください。 
(6) 発表者と連名発表者、並びにシンポジウム企画者とシンポジストの方は、大会参加費を 6 月 11 日（月）まで

にお支払いください。連名発表者で、大会当日に欠席される場合であっても，大会参加費はお支払いいただく

必要があります。なお、6 月 11 日までにお支払い頂けない場合は、すべて大会当日料金となりますのでご注

意ください（下記Ⅲ.4 参照）。 
 
２．申し込み方法 

第 25 回大会では、大会ホームページにて申し込み受付を行います。5月11日（金）までにお申し込みくださ

い。 
  ※第 25 回大会ではお申し込みをすべてインターネット手続きとし、FAX および郵送による手続きは行いませ

ん。 
 
３．発表論文集原稿の投稿 
(1) 原稿は別紙の「発表論文集原稿作成要領」をご参照の上､作成してください｡なお、大会ホームページから、発

表論文集原稿用のテンプレートファイルをダウンロードすることができます。 
(2) 投稿方法 
 第 25 回大会では、大会ホームページにて投稿受付を行います。5 月 11 日（金）までに投稿してください。 
 第 25 回大会では、投稿時のファイル形式はPDF 形式のみでの受付となります。なお、PDF 作成環境の

ない方は、大会ホームページ上にPDF 変換用のシステムがありますので、そちらを使用してPDF ファイ

ルを作成してください。 
    

４．諸費用の払い込み   
大会にかかわる諸費用は表１のとおりです。 

 
表 1．大会諸費用 

    予約（5 月 11 日まで）   大会当日  
 1．大会参加費    
  正会員・準会員（院生を含む） 6,000 円  7,000 円  
  学生会員  500 円  1,000 円  
  非会員（院生を含む）  7,000 円  8,000 円  
  非会員（学部生）  （予約なし） 1,000 円  
      

 2．懇親会費    
  一般  4,000 円  5,000 円  
  院生・学部生  2,000 円  3,000 円  
      

 3．論文集代（*）  4,000 円  5,000 円  
  （*）参加費には論文集代は含まれていません。 

 
(1) 諸費用は同封の「払込取扱票」を用いて 6月11日（月）までに払い込んでください。なお、払い込まれた諸費

用は、参加取り消し・発表取り消し等、如何なる理由でも返却できませんので、予めご了承ください。ただし、

会員企画シンポジウム不採択の場合はこの限りではありません。 
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(2) 論文集は、後日購入を希望されてもお渡しできないことがございますので、購入を希望される方は必ずご予約

ください。 
(3) 同封の「払込取扱票」を紛失した場合は、郵便局備え付けの用紙を用いて、金額の内訳を明記のうえ、以下の

口座へ払い込んでください。 
   口座番号   00110-7-504766 

    口座名称   日本健康心理学会第 25 回大会準備委員会 
                  ﾆﾎﾝｹﾝｺｳｼﾝﾘｶﾞｯｶｲﾀﾞｲﾆｼﾞｭｳｺﾞｶｲﾀｲｶｲｼﾞｭﾝﾋﾞｲｲﾝｶｲ 

 
(4) 払い込み時に受け取る受領票（コピー可）は、大会当日ご持参いただき、提示と引き換えに参加者証をお渡し

しますので、大切に保管してください。 
 
５．申し込み・払い込み等期限  申し込み・払い込みの期限は次の通りです。 

 参加・発表の申し込み期限    5月11日（金） 
 会員企画シンポジウムの申し込み期限  5月11日（金） 
 発表論文集原稿投稿期限      5月11日（金） 
 諸費用の払い込み期限            6月11日（月） 

 
IV 今後の予定 
１．プログラムの発送：7 月下旬を予定しております。 
２．発表論文集配付：購入予約をいただいた方には、大会当日、受付にてお渡しいたします。 
 

Ⅴ 日本健康心理学会第 25 回大会に関する情報、およびお問い合わせ先 
１．大会ホームページ 

大会ホームページにて大会の最新情報を随時お知らせいたします。また第 25 回大会では、大会参加のお申

し込みや発表論文集原稿の投稿は、すべて大会ホームページを通じて行います。 
 
   大会ホームページ：http://www.wdc-jp.biz/jahp/conf2012/ 

 
２．日本健康心理学会第 25 回大会に関するお問い合わせ先 
  ※お問い合わせは、できるだけ E-mail でお願いいたします。 
 

大会ヘルプデスク（参加・発表申し込み・原稿投稿・諸費用に関するお問い合わせ先） 
〒169-0075 東京都新宿区高田馬場 4-4-19 
（株）国際文献印刷社内 日本健康心理学会第 25 回大会ヘルプデスク 
E-mail： jahp-desk@bunken.co.jp FAX： 03-3368-2827 

 
VI その他 

(1)  認定健康心理士会 
会期中に認定健康心理士会を予定しています。詳しい内容は大会ホームページでお知らせいたします。 

(2)  認定健康心理士研修会 
会期中に認定健康心理士研修会を予定しています。詳しい内容は大会ホームページ等でお知らせいたします。 

 

 大会事務の効率化のため、各種期限の厳守をお願い申し上げます。 
 
 

この＜1 号通信＞には次の 4 点が同封されていますので、ご確認ください。 
   ①日本健康心理学会第 25 回大会のご案内（本紙） 
   ②発表論文集原稿作成／投稿要領  
   ③払込取扱票 
   ④Web アクセス用 ID 番号およびパスワード記載票                         以上 
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